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本
会
地
域
振
興
部
が
百
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
今

年
度
か
ら
始
め
た
「
二
〇
一
八
年
度
置
賜
地
区
高
校
生
『
地
域
と

私
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
』
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が

十
月
二
十
八
日
（
日
）、
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
ビ
ュ
ー
米
沢
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
の
種
村
信
次
委
員
長
は
挨
拶

の
中
で
、「
置
賜
地
区
内
か
ら
若
者
流
出
が
続
く
中
、
高
校
二
年

生
に
地
域
の
将
来
と
自
分
の
生
き
方
を
考
え
て
ほ
し
い
と
の
願
い

か
ら
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
始
し
た
」
と
趣
旨
を
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
伊
藤
和
夫
副
実
行
委
員
長
が
コ
ン
テ
ス
ト
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
、
特
に
応
募
者
が
「
小
論
文
作
成
に
取
り
組
ん
で
、
地

域
の
こ
と
を
考
え
た
り
、
問
題
解
決
の
手
立
て
が
取
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
、
な
ど
の
点
が
感
じ
ら
れ
て
大
変
よ

か
っ
た
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
九
十
三
点
の
中
か
ら
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優

秀
賞
一
編
、
優
秀
賞
四
編
、
入
選
五
編
が
選
ば
れ
、
大
滝
則
忠
審

査
委
員
長
か
ら
受
賞
者
に
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
表
彰
の
後
、
大
滝
委
員
長
は
「
起
承
転
結
に
則
り
、

資
料
を
う
ま
く
利
用
し
、
実
体
験
に
基
づ
い
た
小
論
文
が
多
く
、

小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

地
域
の
未
来
と
自
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
強
い
思
い
が
表
現
さ

れ
て
お
り
、
郷
土
の
若
者
が
前
向
き
、
意
欲
的
に
考
え
て
い
る
こ

と
を
頼
も
し
く
思
っ
た
」
と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
十
名
の
受
賞
小
論
文
は
、
審
査
講
評
・
募
集
要
項
・
資

料
を
含
め
て
、
特
別
の
別
冊
と
し
て
発
行
さ
れ
、
こ
の
日
出
席
者

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。後
日
高
校
な
ど
関
係
者
に
も
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
号
に
は
最
優
秀
と
優
秀
の
五
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。


